
ZNET TOWN API/CGI 導入事例

自社開発のWEBアプリに組み込みが容易で、現場での効率的な鑑定調査業務を実現

東日本大震災の後、ある被災地の自治体から、被災した住宅地を買い取るための評価のご依頼を受けまし
た。津波による被害を被っていた地域では、建物が全く残っていない状況です。現地で、震災前の住宅地図
や地番図などを確認しながら、どこからどこまでが対象地なのかを確定させる作業を行わなければなりませ
んが、調査ポイント数が数千地点あり、調査にかけられる時間も限られていたので、どういう方法でやるのが
効果的か、検討していました。

はい。従来の紙の地図を使った調査だと、雨に濡れるとぐちゃぐちゃになったり、破れたりする心配があります。被災地の調査に限らず、通常の調査業務でも同
じことが言えますが、調査には住宅地図と地番図、調査票、デジカメなど、現地の調査に必要な物がたくさんあるので、現実的にそれらを持って回るのは効率
が悪すぎる。なので、デジタルで一元化したシステムをつくろうと考えて、ゼンリンに相談したんです。

現在、『ZNET TOWN API/CGI』を採用したシステムを自社開発されてお使いですが、どのよう
な経緯があったのでしょうか？

そこでゼンリンにご相談いただいたんですね？

「従来の手法だと大変な作業になるな、と思っていた」
と西川氏

震災で、境界すらわからない住宅地の鑑定調査を、効率よく行いたい

建物が残っていないため、場所の確定に時間がかかる
紙の地図だと、かさばる上、水に濡れると破れることもある
調査時の持ち物を減らして、短時間で効率よく回りたい

導入前の業務課題

ウラ面につづきます →

一般の商品と異なり、土地等の適正な価格評価にきわめて高
度な専門性と情報力が問われる「不動産鑑定」。1966年の
創業以来、その不動産鑑定評価に精通し、独立した鑑定評価
機関として中立・公平な立場でさまざまな不動産評価情報
サービスを提供する「不動産の総合コンサルタント」である。
不動産鑑定評価、固定資産システム評価、建築エンジニアリ
ングサービス、補償コンサルタント、まちづくりコンサルタン
トなど、土地や建物とその権利に関わるさまざまなコンサル
ティングを行っている。
http://www.daiwakantei.co.jp/

多様化・高度化する不動産鑑定業務では、さまざまな地図
情報が必要となっています。不動産鑑定業界の民間最大手
である大和不動産鑑定株式会社様では、『ZNET TOWN 
API/CGI』をご導入いただき、業務にご活用されています。
 ［取材：2017年3月]

大和不動産鑑定株式会社 様

不動産鑑定業務に欠かせない、精度の高い住宅地図。
自社システムへの組み込みにより業務改革を実現。
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